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～地域とつながり、子どもの夢を育む（わったー学校）～

沖縄県沖縄市
●活動名 ●関係する学校名

安慶田小学校地域学校協働本部 沖縄市立安慶田小学校    

協働活動
開始年度

平成 26 年度
関係
学校数

放課後子供教室

学校支援活動

校1

【実施に当たっての工夫】

○校内事務室に推進員の席を配置。学校の先生方と連絡調整がスムーズに行えるようにしている。
○各学年毎に「地域と取り組む一活動」では、学校運営協議会で取組内容を協議し、地域の意見を反映させている。
○保護者、自治会にボランティア募集要項と登録用紙を配布し、多くの協力者が参加できるよう絶えず呼びかけをしている。
○学校職員や推進員が定期的に自治会を訪問し、情報交換等を行い、緊密な連携を心がけている。
○校門前に地域連携掲示板を設置し、毎月、ボランティアの募集、メンバー紹介、活動内容の写真等を掲示している。
○ボランティア登録者以外にも、学校メーリングサービス等で絶えず募集を呼びかけている。
○地域ボランティアの方々を学校行事やＰＴＡ行事に招待することで交流を深めている。
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本校は平成20年度より「学校支援地域本部事業」をスタートし、平成30年度には「地域学校協働活動推進事業」として取り組んで
います。地域、家庭、学校が連携協力し、「地域とともにある学校」として児童の健全育成を図ることを大前提に、下記の３本柱を
軸にそれぞれに活動効果が得られることを目指している。
（柱1）地域：自治会活動の活性化を図る。
（柱2）家庭：ＰＴＡ活動の活性化を図る。
（柱3）学校：児童の体験活動を通して、地域・家庭と連携を深め、教育方針等の共有化と教育実践を図る。

● 活動の特徴・工夫

【地域学校協働活動としての特徴的な取組】
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○地域学校協働活動として、自治会や地域ボランティア、ＰＴＡと連携し、多様な活動を展開している。
　①活動例：「交通安全・あいさつ運動」「丸付け・読み聞かせ」「環境整備」「平和集会講話」「特別支援クラスの野菜収穫体験」等。
　②特に「交通安全見守り」活動は、学校周辺の注意ポイントが１０箇所以上あるが、多くの地域住民の協力により実施されている。
　③各学年毎に「地域と取り組む一活動」を計画・実施しており、小学校の全校生徒が地域の方々との交流を行っている。
　　(昔遊び、冬瓜パイ作り、グラウンドゴルフ、エイサー学習、ダンス交流、等)
○地域学校協働活動推進員が学校運営協議会のメンバーとし会議に参加し、学校運営に関わっている。
○地域学校協働活動推進員が、ボランティアの配置調整、定期的な自治会への訪問等、コーディネート活動を幅広く行っている。

参考URL https://www.fureai-cloud.jp/ageda-es/

●連絡先 沖縄市安慶田2-18-1 098-937-3561

・学校運営を含めて、地域の方々とさらに連携・協働を深めながら、地域に根ざした学校として、特色ある学校を目指す。
・活動タイトルの「わったー学校」とは、沖縄の方言で、「わたしたちの学校」という意味である。
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● 地域学校協働活動を実施しての効果・成果

● その他

○活動を通して、地域住民が顔見知りになり、各自治会活動やＰＴＡ活動への参加を促す機会となっている。
○連携を密にした事で、地域の方や保護者の参加が大幅に増え、繋がりが強くなった。
○交通安全指導、あいさつ運動の継続で児童からのあいさつが増えるとともに、通学路における安全対策の向上につながっている。
○丸つけボランティアの活用により、先生方の負担を減らすとともに、働き方改革に繋げることができた。

こんな
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